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第3003回 稲垣年度第3回例会会報 2023-7-26 司会 荒牧明二君

欠席の場合は前々日 正午 までに次のいずれかにご連絡を。電話 62-0128、FAX62-1076 （以上石山桂子）
メール  qqvn2bz9k@sound.ocn.ne.jp

出席報告 鳥居輝一委員長  （出席規定の免除会員数8名）

例会日 会員数 出席数 欠席数 出席率 MU 数 修正出席率

本日 7月26日 35（8） 27（3） 8（5） 93.0％ ― ―

前回 7月12日 35（8） 30（5） 5（3） 93.4％ 2 100％
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会長挨拶  稲垣政一会長

最近、新聞のヘッドラインを見ると、自動生成
AIの話題が日々取り上げられていることに気が付
くでしょう。それらの中でも、大規模言語処理の
先駆けとして、OpenAIのChatGPT（チャットジー
ピーティー）は特に注目を集めています。このAI
システムは、自然言語の理解と生成能力に優れ、
そのリリースと同時に多くの関心を引きつけまし
た。

ChatGPTはその印象的な自然な回答や文章生成
能力で驚きを与えています。その結果、SNSでは
「こんな答えが出てきた」「こんな文を生成し
た」と驚きの声を上げるユーザーの投稿が次々と
寄せられています。それはAIの可能性に対する新
たな認識を示しており、その進歩を人々が実感で
きる瞬間を提供しています。

その人気の証拠として、ChatGPTのリリースか
らわずか5日で、全世界のユーザー数が驚くべき
100万人を突破しました。さらに、2023年1月には、
ITの巨人Microsoftが開発元であるOpenAIに多額
の出資を行うことを発表、これはChatGPTの将来
性をさらに確認するものとなりました。

一見すると、突如として現れた新サービスのよ

うに見えるかもしれませんが、実際は、その背後
には長い開発期間と既存のAIモデルが存在します。
ChatGPTの基盤となるAIモデル「GPT-3」は、実は
2020年にすでにリリースされており、その成果が
現在のChatGPTの素晴らしいパフォーマンスにつ
ながっています。
そしてOpenAIはさらに一歩を踏み出し、より大

量のデータと計算力を活用し、さらに安全で有用
な応答を生成する能力を持つ、次世代の高性能言
語モデル「GPT-4」を2023年3月14日に発表しまし
た。これはAIの進化の新たなステップを示してい
ますが、現時点ではその利用は月額課金の有料
サービスとなっています。

ChatGPTが既存の文章生成サービス以上に注目
を集めた理由はいくつかありますが、その一つは、
Web上で無料で誰でも利用できる形でのサービス
提供です。また、自由形式の対話が可能で、形式
に縛られない、まるで人間同士がおしゃべりして
いるようなやり取りが可能です。さらに、前の会
話を踏まえて会話を進めることも可能になりまし
た。これにより、さまざまな用途での活用の可能
性が生まれ、AIの活用の幅が広がるきっかけとな
りました。

もちろん、現段階のChatGPTは万能ツールでは
ありません。誤った答えを返すこともあり、会話
がうまくかみ合わないこともあります。それでも、
その能力と進歩は、これからの仕事や生活に大き
な影響を与える可能性を秘めています。そして、
これらのAIツールは私たちがより効率的で生産的
になる手助けとなり、私たちのライフスタイルや
働き方を革新する可能性を持っています。
私自身も、特定の検索や、会長挨拶の原稿の原

案や校正、または会報の校正など、さまざまな場
面でChatGPTを活用しています。この新たなAI
ツールがどのように私たちの生活や仕事に影響を
与えるか、一度試してみて自身で判断してみては
いかがでしょうか。 
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幹事報告 井出法幹事

●お知らせ
・「社会福祉法人栃木いのちの電話」より、2023

年度寄付金のお願いがきています。
・「那須塩原市教育委員会スポーツ振興課」より、
11月開催予定の「第19回那須塩原市小学校対
抗駅伝競走大会の後援」依頼のお知らせがきて
います。

・「日本赤十字社栃木支部」様より、寄付金贈
呈に対してのお礼の通知がきています。

・本日例会終了後、第4回理事役員会を開催致
します。

・会員各位におかれましては、ラックの整理整頓
の程よろしくお願い申し上げます。

●ガバナー事務所からの連絡
・2025年開催予定の「規定審議会」に提出する制

定案の募集案内がきています。
・国際大会推進委員より、「2024年シンガポール

国際大会参加のお誘い」の案内がきています。
国際奉仕委員会 鈴木隆子委員長に転送してお
ります。

委員会報告 安藤譲治

                  副会長兼クラブ奉仕委員長
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○ 那須塩原テニス協会 五反田和久会長

お客様紹介

○ 黒磯RCから
       みるひぃカップジュニアテニストーナメントに

  協賛金の贈呈

○ 五反田和久会長ご挨拶

黒磯ロータリークラブの皆様
この度は、第9回みるひぃカップジュニアテニ

ストーナメントにご理解・ご協力を賜り、ご協賛
頂きましたことを厚くお礼申し上げます。本大会
は、平成27年に第1回を開催以来、途中、コロナ
禍による中断はあったものの、最近状勢も鑑み、
今年の大会を迎える運びとなりましたが、毎回、
関東一円の各地から、18歳以下小学生までの子ど
も達約300名が集まって実施される大会となって
おります。また、那須塩原テニス協会では、地元
の皆様のご協力・ご協賛を得て、遠路から来市さ
れ参加される選手と帯同される保護者の皆様への
周辺地域の観光資源や名産品などのPRとおもてな
しも大会開催の意義として主催しているものでも
あります。併せて、那須塩原市のスポーツツーリ
ズムの理念も踏まえ、本年からは、那須塩原市・
那須町並びに那須塩原市観光局・那須町観光協会
のご後援も得ることとし、地域活性化事業の一助
となればとも考えております。

今後も、地元の皆様のご指導を賜り、当協会も
活動を続けて参りますので、今後とも宜しくお願
い致します。



ブ史料委員会、ロータリー情報委員会、雑誌委
員会、会員増強委員会、会員選考／職業分類委
員会、の順番に発表して頂きます。

まず、クラブ奉仕委員長としての発表ですが、
５日の例会に発表していますので、簡単にさせ
て頂きます。

稲垣会長の方針の下、クラブ奉仕委員会の
テーマとして
1.委員会活動の更なる充実
2.会員相互の親睦の推進
3.会員の増強
の３つを目指していきます。

稲垣会長の意向で家庭集会の助成を増やして
いますので、委員会の皆様に は家庭集会を積
極的に開いて親睦に務めて下さい。

よろしくお願いします。

○ 親睦委員会 鈴木久雄委員長

会員とその家族の一層の親睦を図るため、各種
親睦行事を企画運営してまいります。また、各月
にて会員の誕生日や結婚記念日の発表を行い、記
念品の贈呈などを実施していきます。
1.親睦行事（年間プログラム）
  ・観月会（令和5年10月4日）
  ・クリスマス家族会（令和5年12月13日）
  ・新年会（令和6年1月10日）
  ・観桜会（令和6年4月3日）
2.記念品の贈呈
  ・会員の記念日等に記念品を贈呈致します。
コロナ感染症の状況にも対応していきたいと思

います。
会員の皆様のご協力よろしくお願い致します。

新年度計画 安藤譲治

                  副会長兼クラブ奉仕委員長

○ 職業奉仕委員会 村山茂委員長

会員手帳をお配りいたしました。ご確認くださ
い。

○ 国際奉仕委員会 鈴木隆子委員長

国際奉仕委員会からご連絡致します。
先ほど、井出幹事からもご案内がありましたが、

今年度の国際大会が2024年5月25日～5月29日にわ
たりましてシンガポールで開催されますこと、ガ
バナー事務所から連絡がございました。地区内の
ロータリアンのメンバーでツアーが企画されまし
て、5月24日～5月28日の予定でベトナム経由で観
光もしながらシンガポールに向かうそうです。国
際大会の登録はまだなのですが、このツアーの申
し込みは8月4日までとなっています。もしご希望
の方がいらっしゃいましたら鈴木までどうぞお申
し出ください。
どうぞよろしくお願いいたします。

稲垣年度クラブ奉仕委員長の安藤です。
本日はクラブ奉仕委員会の新年度計画の発表と

なります。発表の順番は、私の発表の後、親睦委
員会、出席委員会、プログラム委員会、スマイル
ボックス委員会、会報委員会、広報委員会、クラ

○ 出席委員会 鳥居輝一委員長

稲垣年度の出席委員会を命じられました鳥居で
す。
委員会の構成は副委員長に瀬尾紀夫会員、委員

に髙木茂会員と大島三千三会員と委員長の私の4
名で一年間勤めてまいります。
稲垣年度の出席委員会は四項目の計画をたてま

した。
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第一項目
例会への出席率の向上に努め、修正出席率
100％を目指します

第二項目
会場監督委員会と連携を密にして例会の無断欠
席のないように努力します。

第三項目
各委員会の開催する家庭集会への参加を促す為
の窓口となります。（メーキャップを推進し修
正出席率の向上） 

第四項目
例会欠席届と家庭集会報告書を各会員に配布い
たします。
（すでに皆様のボックスに申請用紙を配布いた
ました）
以上が出席委員会の計画になります。
稲垣年度も会員の皆様のご協力宜しくお願い致

します。

○ プログラム委員会 石山桂子委員長

スマイルボックスへの資金は対外的な奉仕活動
に向けられる事から会員各位の理解にかかってお
ります。
1.本年度会長目標が会員一人当たり30,000円

としておりますのでご協力願う。
2.スマイルボックス寄付の際に頂くコメントは
会員相互理解に役に立ちます。

3.個々の寄付状況は半期毎にお知らせします。

○ スマイルボックス 田中徹委員長
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稲垣年度プログラム委員長を仰せつかりま
した石山桂子です。委員に時庭稔さん・平山
博さんと経験豊富なお二人に支えられてのメ
ンバーです。事業計画としまして稲垣会長の
方針に基づき各委員会の運営及び例会の充実
を目指してプログラムを作成いたしました。
1.毎月のプログラムを例会場に提示し会員へ

の周知を図ります。

2.例会終了後にＳＡＡより次回のプログラム
のお知らせをします。

3.卓話担当委員会に事前に連絡をして早めに
卓話の準備が出来る様にします。

4.月の強化月間では、担当委員会に関連卓話
をお願い致します。

以上4点を掲げました。
1年間宜しくお願い致します。

○ 会報委員会 瀧田雅仁委員長

稲垣年度会報委員長を仰せつかりました瀧田で
す。新年度に向けて、副委員長に吉光寺政雄さん、
委員に秋間忍さん、永山三芳さんの計4人のメン
バーと共に活動してまいります。

今年度の活動は、例年通り週末までに配信を目
標にしています。また、会報委員会と連携し、会
報をホームページ上に掲載し、近隣4クラブの幹
事様にも配信いたします。例会以外の活動につい



ても取り上げる予定ですので、お知らせや記事が
ございましたら、メール等でご連絡ください。

卓話や他のコンテンツに関しては、原稿は翌日
木曜日までにご提出いただくようお願いいたしま
す。特に、外来卓話者に依頼する場合は、事前に
原稿をお送りいただけますようお伝えください。

委員各位の協力と連携が、スムーズな運営に不
可欠です。そのために、編集会議の開催や連絡
ツールの活用を通じて、より密接なコミュニケー
ションを図っていきたいと考えています。

新年度の方針として、これらの取り組みを掲げ
ております。皆様のご協力を心よりお願い申し上
げます。

○ 広報委員会 北畠大輔委員長

○ クラブ史料委員会 植竹一裕委員長

年度計画を発表する前に改めまして、昨年度は
皆さんに大変お世話になりありがとうございまし
た。今年度も引き続きよろしくお願いいたします。

稲垣年度クラブ史料委員会は委員長に植竹一裕、
副委員長に大島三千三君の2名体制となります。
ご存知の通りクラブ史料委員会は、備品等の整理
及び保管物の数量確認と書庫の整理整頓が主な業
務となります。稲垣年度現況報告書作成の為に、
早急に棚卸しを行い、書庫の整理整頓と管理を今
年度の業務とさせていただきます。

○ ロータリー情報委員会 髙木慶一委員長

稲垣年度、広報委員会委員長を務めさせて頂き
ます北畠です。副委員長に永山三芳さん、委員に
髙木慶一さんの3名で本年度活動してまいります。
本年度の計画としましては、

1.ホームページの掲載内容の充実に努めます。
2.クラブ内活動内容等、SNS等での発信を検
討してまいります。

3.フォトコンテストを新年会に合わせ開催い
たします。

4.ロータリー活動に必要な書式・雛形を掲載
いたします。
一年間よろしくお願い致します。

委員長に髙木慶一、副委員長に鈴木久雄会員、
委員に瀬尾紀夫会員の3人の構成でやってまいり
ます。
1.新入会員に家庭集会を開きロータリー財団
や米山記念奨学会、特に5大奉仕の活動や歴史
などの情報を提供する。

2.他委員会と連携を密にしてRIや地区情報を会員
に伝える。

と発表しましたが、地区委員長の田尻委員長は先
ずは会員に発信する情報関連次の発信はクラブが
所属する地域に対する発信事項、これらはロータ
リー組織を理解し認知を促す事を目的とする。多
数の人達の関心を得る事を目的とすると言ってい
ます。「会員増強」に役に立つ事を想いながら提
供する。広報委員会と協議しながらFacebookを使
う事など研究していきます。

○ 雑誌委員会 佐藤博委員長
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雑誌委員会は委員長に私、佐藤博、副委員長に
金澤弘子さん、委員に檜山達郎さんです。

本年度の計画ですが、従来通り次の3項目に致
しました。
1.「ロータリーの友」を会員に配布いたします。
2.クラブ活動が地域社会に理解を得るために、

「ロータリーの友」へ投稿していただくようお
願いします。

3.地域の公共施設4箇所に「ロータリーの友」を
毎月配布いたします。
配布先

（１）栃木県立黒磯高等学校
（２）栃木県立黒磯南高等学校
（３）那須塩原市図書館「みるる」
（４）いきいきふれあいセンター

○ 会員増強委員会 澤田吉夫委員長

委員長澤田吉夫、副委員長に相馬征志さん、委
員に檜山達郎さん、鈴木隆子さん。
（今年度目標）

会長の方針に沿って2名以上の会員入会を目標
にしたいと思います。特に那須町地区の旧会員の
掘り起こしと、女性会員の入会などを目標に進め
たいと思います。

会員各位の情報提供並びにご指導のほどよろし
くお願いいたします。

○ 会員選考/職業分類委員会 戸野俊介委員長

増強委員会等から寄せられた新入会員候補に関
し、会員としての適否についての意見を理事会に
報告するとともに、適切な職業分類の選択及び変
更を、理事会と協議いたします。

□ 稲垣政一君 那須塩原テニス協会会長
五反田和久様、本日お越し頂き
ありがとうございます。

 □ 秋間忍君 那須塩原テニス協会会長
五反田和久様、本日お越し頂き
ありがとうございます。

ニコニコボックス 田中徹委員長

（那須塩原テニス協会ホームページより転載）

SAA担当 荒牧明二君
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出席報告 鳥居輝一出席委員長



近隣クラブ例会日 近隣クラブ例会日

〇火曜日  西那須野/いとう屋 0287-36-0028 ○木曜日  大田原/ホテル花月 0287-54-1105

○木曜日  大田原中央/勝田屋記念会館 0287-23-4165 ○金曜日  黒羽/ホテル花月 0287-54-1105

7月26日欠席者（敬称略）

荒井昌一 泉道夫 片田航介 吉光寺政雄

藤﨑善隆

前回7月12日分メークアップ(敬称略)

永山三芳 植竹一裕 戸野俊介

会報委員会：瀧田雅仁・吉光寺政雄・秋間忍・永山三芳

次回例会 令和5年8月2日 担当 プログラム委員会（夜間例会）

お詫び
前々回配信いたしました会報3001号に、誤りがございました。

（誤）新年度方針 藤﨑善隆副会長・会長ノミニー
（正）新年度方針 藤﨑善隆副会長・会長エレクト

最終訂正版をクラブホームページに掲載してございますので、ご確認ください。
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